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聞こえる人も聞こえない人も
　　　　 話せる人も話せない人も

平
成
30
年
度
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

受
講
生
募
集

　

手
話
と
は
、手
や
指
の
動
き
を
中
心

と
し
て
、頭
、表
情
、口
、上
体
な
ど
の
動

き
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
、視
覚
に
よ
っ

て
理
解
さ
れ
る
言
語
で
す
。

　

聴
覚
障
が
い
者
の
方
に
と
っ
て
、手

話
は
意
思
を
伝
え
る
た
め
の
大
切
な
言

語
で
す
。

　

買
い
物
や
通
院
な
ど
の
日
常
生
活
の

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
、手
話
に
よ
り
簡

単
な
会
話
が
で
き
る「
手
話
奉
仕
員
」養

成
を
目
的
に
２
年
間
に
わ
た
り
講
座
を

開
講
し
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
は
入
門
編
と
し
て
、初

心
者
の
方
で
も
分
か
り
や
す
く
、自
己

紹
介
や
生
活
に
役
立
つ
日
常
会
話
が
で

き
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

日　
　

時　

５
月
18
日
〜
10
月
５
日

　
　
　
　
　
（
毎
週
金
曜
日
）午
後
７
時

　
　
　
　
　

〜
８
時
30
分

場　
　

所　

厚
生
会
館
第
三
研
修
室

対　
　

象　

①
市
内
在
住
の
方

　
　
　
　
　

②
市
内
に
通
学
、  

通
勤
し

　
　
　
　
　
　

て
い
る
方

経　
　

費　

３
２
４
０
円

　
　
　
　
　
（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
込
期
限　

５
月
７
日（
月
）

　
　
　

社
会
福
祉
課　
障
が
い
福
祉
係

　
　

 　

☎（
24
）５
２
７
６

問
申

一緒にコミュニケーションを図ってみませんか。

難しいと思われるかもしれませんが、一番大切なことは「伝えようとする気持ち」です。
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手話奉仕員養成講座受講生募集

平成30年度予算概要

第７期介護保険事業計画
 
わくわく！いきいき！高齢者！

新農業委員・農地利用最適化推進員
が選任

住民基本台帳の一部の写しの閲覧状況

犬の登録・狂犬病予防定期集合注射

健康だより

拓け喜多方　まなびのトビラ
（生涯学習だより）
                                
喜多方フォトニュース

情報ステーション
補助・支援

募集

イベント／お知らせ

税／年金

社会を明るくする運動作文コンテスト表彰
／緑町ボランティアら県知事感謝状／ふる
さと納税／小型家電ボックス回収

2017公募：ふるさとの風景展in喜
多方表彰式

第56回会津熱塩三ノ倉スキー大会

平成29年度環境ポスターコンクー
ル表彰式

市勤労者互助会会員募集

相談／休日当番医／献血

わくわく市政ふれあいトーク／美術
館／図書館

ふるさとの遺産／人口

広報きたかた　2018. ４　③

～講座修了生より～

　以前から手話には興味をもって
いて、平成28年度に手話奉仕員養
成講座を受講しました。
　後半難しいと思ったところもあ
りましたが、講師の先生方が分か
りやすく説明してくださったの
と、テキストにＤＶＤも付いてい
たので、繰り返し復習ができ基礎
力が付きました。
　楽しい雰囲気で学習が進めら
れ、大変有意義だったと思います。

佐久間  とし子さん
（手話検定３級合格）

　福祉の仕事に携わっています
が、これまではあまりろうあ者の
方と接する機会がありませんでし
た。
　講座を受講してろうあ者の方と
共に活動するなかで、ろうあ者の
方は見た目では障がいがあること
がわかりにくいため取り巻く環境
も厳しく、日常生活において必要
なサポートがまだまだ不足してい
ることがわかりました。
　講座は修了しましたが、これか
らもよりよい環境づくりに貢献で
きるよう学習したいと思います。

髙𣘺  則子さん

　講座に参加したきっかけは、お
母さんに誘われたからです。参加
する前は、ろうあ者の方と接した
ことがなく、私の住んでいる喜多
方市に耳が聞こえない方がいるこ
とも知りませんでした。
　手話の学習を始めて、ろうあ者
の方がとても大変な思いをしてい
ることもわかり、会話ができるよ
うになってとても嬉しかったで
す。
　ろうあ者の方はまだまだたくさ
んいると思います。手話で話せる
人がこれからたくさん増えてくれ
るといいと思います。

風間  優希さん
（小学５年）
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市
民
税
は
景
気
の
回
復
基
調
を
受

け
て
給
与
所
得
の
増
加
に
よ
る
個
人
市
民

税
の
増
収
が
見
込
ま
れ
、固
定
資
産
税
は
、

家
屋
の
評
価
替
え
の
影
響
に
よ
る
減
少
で
、

固
定
資
産
税
全
体
で
減
額
が
見
込
ま
れ
ま

す
が
、市
税
全
体
で
は
平
成
29
年
度
当
初

予
算
と
比
べ
て
微
増
の
見
込
み
で
す
。

　

各
交
付
金
は
、地
方
消
費
税
交
付
金
が

景
気
の
回
復
基
調
を
受
け
増
加
す
る
見
込

み
の
た
め
、全
体
的
に
増
額
と
な
る
見
込

み
で
す
。

　

地
方
交
付
税
は
、合
併
算
定
替
に
よ
る

算
定
額
の
特
例
措
置
の
段
階
的
縮
減
、国

の
地
方
財
政
計
画
や
平
成
29
年
度
算
定
結

果
な
ど
を
基
に
し
た
基
準
財
政
収
入
額
、

基
準
財
政
需
要
額
の
見
込
み
な
ど
か
ら
減

額
を
見
込
み
、特
別
交
付
税
は
各
種
特
殊

需
要
に
よ
り
算
定
す
る
と
と
も
に
近
年
の

交
付
実
績
の
推
移
を
勘
案
し
増
額
を
見
込

み
、全
体
的
に
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、国
庫
支
出
金
は
、保
育
施
設
の
整

備
に
か
か
る
保
育
所
等
整
備
交
付
金
、豊

川
・
慶
徳
線
道
路
整
備
事
業
な
ど
に
か
か

る
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
な
ど
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
増
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。市
債
は
、第
一
中
学
校
体
育
館
整
備

事
業
、Ｖ
ー
Ｌ
ｏ
ｗ
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
放
送

喜
多
方
送
信
所
建
設
事
業
な
ど
の
大
規
模

事
業
が
完
了
、ま
た
は
事
業
費
の
縮
減
と

な
る
た
め
、減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
見
込
み
か
ら
平
成
30
年
度

一
般
会
計
歳
入
予
算
は
前
年
度
当
初
予
算

と
比
べ
て
13
億
６
２
０
０
万
円
の
減
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

市
総
合
計
画
で
掲
げ
た
市
の
将
来

の
都
市
像
を
実
現
す
る
た
め
、各
施
策
に

か
か
る
所
要
額
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、財
政
の
健
全
化
の
確
保
を
図
る

た
め
、必
要
性
、緊
急
性
、優
先
度
お
よ
び

事
業
の
終
期
な
ど
を
考
慮
し
、財
源
を
有

効
に
活
用
す
る
観
点
か
ら
、事
業
の
重
点

化
・
選
別
化
を
念
頭
に
予
算
の
計
上
を
行

い
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
当
初
予
算
は
、市
長
選
挙

の
関
係
か
ら
、義
務
的
経
費
、経
常
的
経
費

お
よ
び
継
続
的
経
費
を
中
心
と
し
、さ
ら

に
市
総
合
計
画
の
着
実
な
推
進
を
図
る
た

め
の
経
費
や
新
規
事
業
の
う
ち
当
初
予
算

か
ら
措
置
す
る
必
要
の
あ
る
も
の
に
か
か

予
算
編
成
の
要
点

一
般
会
計
当
初
予
算
の
概
要

歳
入

歳
出

30
年
度
予
算
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

〜「
力
強
い
産
業　

人
が
輝
く　

活
力
満
ち
る
安
心
・
快
適
な
ま
ち
」の
実
現
に
向
け
て
〜

　

平
成
30
年
度
予
算
は
、「
喜
多
方
市
総
合
計
画（
２
０
１
７
〜
２
６
）き
た
か
た
活
力
推
進
プ
ラ
ン
」で
掲
げ
た
市
の
将
来
の
都
市

像
の
実
現
に
向
け
て
、ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
所
要
額
を
計
上
し
ま
し
た
。一
般
会
計
当
初
予
算
の
総
額
は
、２
４

３
億
１
９
０
０
万
円
で
、平
成
29
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
て
13
億
６
２
０
０
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、１
月
に
市
長
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
関
係
か
ら
、市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
な
ど
に
必
要
な
経
費
を
計
上
す
る
骨
格
予
算
と
し

ま
し
た
。

「一般会計」の予算は243億1,900万円
（平成30年２月１日現在の現住人口４万7,716人で算出）

歳　
　
　

 

入

分担金及び負担金
1億7,842万円（0.7％）

市税
47億9,478万円
（19.7％）

市税
47億9,478万円
（19.7％）

自主財源
（28.2％）
自主財源
（28.2％）

依存財源
（71.8％）
依存財源
（71.8％）

使用料及び手数料
3億5,793万円（1.5％）

財産収入など
6,203万円（0.3％）

繰入金
9億2,540万円（3.8％）

地方交付税
96億1,991万円
（39.6％）

地方交付税
96億1,991万円
（39.6％）

地方譲与税など
12億657万円（4.9％）

諸収入
3億8,388万円（1.6％）

繰越金
1億5,000万円（0.6％）

市債
20億2,673万円（8.3％）

県支出金
19億6,060万円（8.1％）

国庫支出金
26億5,275万円（10.9％）

50万9,661円が使われます
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る
経
費
な
ど
を
加
え
、骨
格
予
算
と
し
て

編
成
を
行
い
ま
し
た
。

○
骨
格
予
算
に
計
上
し
て
い
な
い
新
規
事

業
、政
策
的
判
断
を
要
す
る
事
業
は
、追
加

補
正
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

○
少
子
・
高
齢
化
と
い
う
大
き
な
課
題
に

対
し
、本
市
の
特
徴
を
活
か
し
た
自
立
的

で
持
続
的
な
く
ら
し
を
創
生
す
る
た
め
の

事
業
に
か
か
る
所
要
経
費
を
計
上
し
ま
し

た
。ま
た
、財
政
調
整
基
金
、減
債
基
金
か

ら
の
繰
入
金
を
計
上
し
、収
支
の
調
整
を

図
り
ま
し
た
。

○
子
ど
も
医
療
費（
18
歳
以
下
の
医
療
費
）

の
無
料
化
、 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
ワ
ク

チ
ン
な
ど
の
接
種
費
の
助
成
な
ど
少
子
化

や
予
防
医
療
に
か
か
る
扶
助
費
や
委
託
料

の
所
要
経
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

○
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
な
ど
の
農
業

施
設
の
保
全
や
維
持
管
理
に
対
す
る
支
援

経
費
、工
場
等
設
置
助
成
金
な
ど
の
産
業

の
振
興
を
図
る
た
め
の
経
費
お
よ
び
地
域

活
性
化
を
図
る
た
め
に
観
光
振
興
の
推
進

に
か
か
る
所
要
額
を
計
上
し
ま
し
た
。

○
主
な
建
設
事
業
と
し
て
、豊
川
・
慶
徳

線
道
路
整
備
事
業
、き
た
か
た
喜
楽
里

パ
ー
ク
プ
ラ
ン
事
業
、Ｖ
ー
Ｌ
ｏ
ｗ
災
害
情

報
連
携
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業
な
ど
所
要
事

業
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

　　
　

財
政
課　
財
政
係
☎（
24
）５
２
１
３

皆さんの暮らしに身近な
市民一人当たり

国民健康保険事業特別会計 

後期高齢者医療事業特別会計 

介護保険事業特別会計 

公有林整備事業特別会計

工業団地造成事業特別会計 

都市計画事業塩川駅西土地区画

整理事業特別会計 

農業集落排水事業特別会計 

下水道事業特別会計 

駒形財産区特別会計 

一ノ木財産区特別会計

早稲谷財産区特別会計 

54億9,793万円

5億6,463万円

55億1,438万円

522万円

2億7,540万円

3,416万円

1億9,930万円

15億2,369万円

1,427万円

3,907万円

1,868万円

特別会計予算

●収益的収入 および支出〔損益勘定〕 (単位：万円 )
収入 支出
区 分 予算額 区 分 予算額
営業収益 10億990 営業費用 11億137
営業外収益 2億862 営業外費用 6,630
特別利益 10 特別損失 200
計 12億1,862 予備費 100

計 11億 7,067

●資本的収入 および支出〔資本勘定〕 (単位：万円 )
収入 支出
区 分 予算額 区 分 予算額
企業債 1 億 建設改良費 6 億73
出資金 1 億 1,023

4,000
固定資産購入費 427

補助金 5,000 企業債償還金 2 億9,524
負担金 8,196 予備費 300
繰入金 22 計 9 億324
計 3 億 8,241

※財源不足額５億2,083万円は、当年度分
　消費税および地方消費税資本的収支調
　整額などで補てんします。

●業務の予定量
・給水件数
・年間総給水量
・１日平均給水量

16,800 件
5,017,650 ㎥
13,747 ㎥

 水道事業会計予算

歳　
　
　

 

出

予備費
1億円（0.5％）

公債費
22億4,606万円（9.2％）

教育費
20億5,756万円
（8.5％）

議会費
2億7,562万円（1.1％）

総務費
28億2,420万円（11.6％）

民生費
72億6,386万円（29.9％）

衛生費
26億8,066万円
（11.0％）

労働費
2,102万円
（0.1％）

農林水産業費
15億6,891万円
（6.5％）

商工費
10億8,187万円
（4.4％）

土木費
31億9,001万円
（13.1％）

消防費
10億923万円（4.1％）

問
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子ども総合相談事業　　　　　　　　　　　　2,833千円
（子どもを安心して産み育てることができる環境の整備を図るため、「子ども・子
　育て総合相談窓口」を設置）

大綱３　安全・安心、思いやりのある、人にやさしいまち・くらしづくり

きたかた喜楽里パークプラン事業　　　　  　46,000千円
（都市公園について、年次計画に基づき計画的な遊具の更新を実施）

空き家対策事業　　　　　　　　　　　　　　2,500千円
（老朽化が著しい空き家の解体撤去にかかる費用を支援）

新

Ｖ-Low災害情報連携システム構築事業　　  249,023千円
（Ｖ-Lowマルチメディア放送の戸別受信機を喜多方・塩川地区全世帯に整備）

保育所等整備補助金事業　　　　　　　　    240,232千円
（平成31年度に保育所開設を目指し、保育所の開設を希望した市内の２事業者に保
　育所等整備補助金を交付し、認可保育所を整備）

豊川・慶徳線道路整備事業　　　　　　　    210,054千円
（会津縦貫北道路喜多方インターチェンジへのアクセス道路の整備）

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

立地適正化計画策定事業　　　　　　　　　  17,400千円
（医療・福祉・商業などの生活サービス機能や居住を誘導区域に集約したコンパク
　トな都市構造へと転換していくため、立地適正化計画を策定）

塩川駅東西自由通路整備事業　　　　　　　  25,000千円
（塩川駅東西を結ぶ自由通路を整備するため塩川駅周辺地区都市再整備計画案など
　を策定）

◆ 御殿場公園整備事業　　　　　　　　　　  　45,000千円
（近隣の住民をはじめ市内外の人々が憩い交流できるよう花しょうぶ園を中心
　に公園を整備）

「住むなら喜多方！」若者定住促進事業　　  　41,100千円
（新たに市内で住宅などを取得する市内外の若者に対し、住宅取得補助金を支給）

喜多方田舎暮らし支援事業　　　　　　　　　6,696千円
（移住・定住を促進するため、移住希望者がお試し移住できる体験住宅の設置や
　移住者の空き家取得費などの支援などを実施）

ウィルソンビル市姉妹都市交流30周年記念事業　6,820千円
（アメリカ合衆国ウィルソンビル市との姉妹都市締結から30年の節目を迎えるこ
　とから、ウィ ルソンビル市を訪問するとともに、記念事業を実施）

新

地域おこし協力隊による地域活性化事業　  　29,763千円
（「地域おこし協力隊」の新隊員の導入と伝統産業の継承のための活動を継続し
　て支援し、地域 への定着・定住を図る）

大綱４　自然との共生と元気なふるさとづくり

◆

コンビニ交付サービス事業　　　　　　　　　8,677千円
（コンビニエンスストアでの住民票の写しや所得・課税・扶養証明書などの交付）

◆

◆

◆

そ　の　他

新 平成30年度より新たに始まる事業 喜多方市総合戦略アクションプランに基づき実施する事業

戦 略戦 略

戦 略戦 略

戦 略戦 略

戦 略戦 略

戦 略戦 略

戦 略戦 略

V-Low戸別受信機

移住希望者への情報提供



広報きたかた　2018. ４　⑦

きたかた“農の交流”モニターツアー　　　　　4,001千円
（本市農産物の安全性と魅力を実感してもらうモニターツアーを実施）

平成30年度　主な事業と予算

大綱１　地域の特性を生かした力強い産業づくり

“来て見て触れて”きたかた農業研修・生活体験事業　1,275千円
（新規就農希望者が農泊しながら農作業と農村生活を体験できる研修を実施）

奨学金償還支援事業　　　　　　　　　　　　3,600千円
（喜多方市奨学資金など(奨学金)の貸与を受けた方で卒業後に市内に就職・居
　住する方に対する償還支援）

新工業団地整備事業　　　　　　　　　　　  25,069千円
（喜多方綾金工業団地整備および工場団地のＰＲ・企業誘致活動を強化）

◆

◆

◆

◆

喜多方おはようマルシェ（朝市）支援事業　　    　500千円
（「朝ラー」と市内観光までの時間帯をつなぐ「朝市」の開催に係る経費を支援）

◆

創業スタートアップ支援事業　　　　　　　　1,500千円
（市内で空き店舗などを活用して開業する創業希望者を支援）

◆

◆

◆

◆

◆

◆

三ノ倉高原花畑事業　　　　　　　　　　  　28,701千円
（三ノ倉スキー場のシーズンオフ利用による花畑づくり、誘客イベントなどの実施）

観光まちづくり推進事業　　　　　　　　  　18,434千円
（旧甲斐家蔵住宅を本市の観光拠点として整備するための保存活用計画を策定）

喜多方産米及びそばの郷喜多方プロモーション事業    722千円
（喜多方産米やそばの消費拡大・認知拡大を図るためプロモーション活動を実施）

「棚田といえば高郷」まちおこし事業　　　　    　639千円
（高郷町で四季折々に棚田ウォークを実施し、「棚田のまち」の魅力を広くＰＲ）

県営駒形地区経営体育成基盤整備事業（駒形第三地区）　69,515千円
（駒形第三地区のほ場整備事業費の一部負担）

喜多方っ子の「夢」実現事業　　　　　　　　　1,440千円
（各界の第一線で活躍する「本物」を招聘し、講演会・トークイベントを開催）

塩川小学校普通教室増設事業　　　　　　  　25,000千円
（児童数の増加に対応するため、２つの普通教室を増設）新
喜多方市学校司書配置事業　　　　　　　  　31,644千円
（読解力向上のため、各学校の図書館を利活用した授業のため学校司書を配置）

学びの力パワーアップ事業　　　　　　　　　6,281千円
（教師の指導力向上を図り、各学校が行う学力向上対策を支援するとともに、
　学校・家庭・地域・教育委員会が連携・協働して取り組む環境を整備）

押切川公園体育館サブアリーナＬＥＤ照明交換工事　14,000千円
（押切川公園体育館サブアリーナの照明器具をＬＥＤ照明に交換）

喜多方市文化芸術創造都市推進事業　　　　　3,037千円
（アートを活用した地域の賑わい創出事業などの実施や喜多方市文化芸術創造
　都市市民会議（仮称）の開催）

熊倉公民館駐車場整備事業　　　　　　　　　6,420千円
（熊倉公民館駐車場拡張のための児童館解体工事や測量設計業務を実施）新

大綱２　地域を支え未来を拓く人づくり

◆

◆

◆

◆

◆

しょうへい

戦 略戦 略

戦 略戦 略

戦 略戦 略

戦 略戦 略

戦 略戦 略

戦 略戦 略

戦 略戦 略

戦 略戦 略

戦 略戦 略

戦 略戦 略

戦 略戦 略

トークイベントの様子

押切川体育館サブアリーナ

農村生活を体験

朝市の様子

三ノ倉高原ひまわり畑
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　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

　

介
護
保
険
と
は
、40
歳
以
上
の
人
が
加

入
者（
被
保
険
者
）と
な
っ
て
保
険
料
を
納

め
、介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
に
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
で
き
る
制
度
で
す
。保
険
料

は
、法
令
に
基
づ
き
３
年
ご
と
に
見
直
し

が
行
わ
れ
、２
０
１
８（
平
成
30
）年
度
は

そ
の
見
直
し
が
行
わ
れ
る
年
で
す
。

　

団
塊
の
世
代
が
75
歳
を
迎
え
る
２
０
２

５（
平
成
37
）年
の
地
域
の
将
来
像
で
あ
る

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」の
構
築
へ
向

け
、さ
ら
な
る
深
化
・
推
進
の
方
向
性
を

示
し
、持
続
可
能
な
事
業
運
営
確
保
の
た

め
必
要
な
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
料
を
見
込

み
、２
０
２
０（
平
成
32
）年
度
ま
で
の
介

護
保
険
料
を
見
直
し
ま
し
た
。

●
進
む
高
齢
化

　

本
市
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
割
合
は

35
・
９
㌫
、75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
割
合

は
20
・
９
㌫
で
、国
や
県
の
平
均
よ
り
高

い
水
準
に
あ
り
ま
す
。ま
た
、２
０
２
５

（
平
成
37
）年
に
は
65
歳
以
上
の
割
合
は

38
・
６
㌫
、75
歳
以
上
の
割
合
は
22
・
３

㌫
に
達
す
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

●
サ
ー
ビ
ス
料
な
ど
の
見
込
み　

　

要
支
援
・
要
介
護
と
な
っ
た
方
が
利
用

で
き
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
は
、 

自
宅

を
中
心
に
利
用
で
き
る「
居
宅
サ
ー
ビ

ス
」、市
内
の
方
が
利
用
で
き
る「
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
」、施
設
に
入
所
す
る「
施

設
サ
ー
ビ
ス
」が
あ
り
ま
す
。ま
た
、自
立

し
た
生
活
を
送
る
た
め
福
祉
用
具
を
借
り

た
り
、住
宅
を
改
修
し
た
り
す
る
サ
ー
ビ

ス
も
あ
り
ま
す
。【
下
表

：

介
護
給
付
等
保

険
給
付
費
】

　

ま
た
、介
護
保
険
施
設
へ
入
所
さ
れ
て

い
る
方
で
所
得
の
低
い
方
へ
の
居
住
費
・

食
費
を
軽
減
す
る
サ
ー
ビ
ス
や
、同
じ
月

に
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
自
己
負
担
が
限

度
額
を
超
え
た
分
を
給
付
す
る
サ
ー
ビ
ス

な
ど
が
あ
り
ま
す
。【
下
表

：

そ
の
他
費
用
】

 　

さ
ら
に
、介
護
予
防
や
日
常
生
活
支
援

を
目
的
と
し
て
、要
支
援
や
事
業
対
象
者

と
判
定
さ
れ
た
方
が
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
や
、「
太
極
拳
ゆ
っ
た
り
体
操
」「
足
腰
元

気
教
室
」な
ど
の
介
護
予
防
教
室
な
ど
、自

立
し
た
日
常
生
活
へ
の
支
援
も
行
な
っ
て

い
ま
す
。【
下
表

：

介
護
予
防
・
日
常
生
活

支
援
総
合
事
業
費
】

　

他
に
も
、包
括
的
な
総
合
相
談
や
介
護

事
業
所
へ
の
介
護
相
談
員
派
遣
、高
齢
者

へ
の
介
護
用
品
給
付
、認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
な
ど
、高
齢
者
へ
の
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。【
下

表

：

包
括
的
支
援
事
業
・
任
意
事
業
費
】

　

２
０
２
０（
平
成
32
）年
ま
で
の
３
年
間

で
、こ
れ
ら
の
事
業
を
行
う
の
に
必
要
と

な
る
総
額
は
、推
計
で
約
１
７
４
億
６
９

９
０
万
円
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。【
下
表

：

介
護
保
険
総
事
業
費
】

2018（平成30）年度～2020（同32）年度　【第７期介護保険事業計画】

介
護
保
険
料
が

　
　
　
　

変
わ
り
ま
す

48,053人 47,380人 46,782人 46,183人 43,503人 

35.9%35.9% 35.5%35.5% 36.1%36.1%
36.6%36.6%

38.6%38.6%

35.0%

36.0%

37.0%

38.0%

39.0%

40.0%

0人

10,000人

20,000人

30,000人

40,000人

50,000人

2017年度 18年度 19年度 20年度 25年度

総人口

75歳以上人口

高齢化率

人口と
　高齢化率  
（長期人口ビジョンより）

9,829人 9,829人 9,635人 9,635人 9,531人 9,531人 9,427人 9,427人 9,688人 9,688人 

必要となるサービス料などの見込み (単位：千円) 
2018 年度 
(平成 30 )  

2019 年度  
(平成 31 )  

2020 年度  
(平成 32 )  合計 

標準給付費見込額(A) 5,081,130 5,687,794 5,992,893 16,761,817

介護給付等保険給付費 4,726,380 5,308,861 5,598,009 15,633,250

その他費用 354,750 378,933 394,884 1,128,567

地域支援事業費見込額(B) 231,168 234,322 242,596 708,086

介護予防・日常生活支援総合事業費 127,098 127,318 127,538 381,954

包括的支援事業・任意事業費 104,070 107,004 115,058 326,132

介護保険総事業費(A＋B) 5,312,298 5,922,116 6,235,489 17,469,903
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●
財
源
の
半
分
は
保
険
料
で
負
担

　

介
護
保
険
事
業
に
必
要
な
財
源
は
、国
・

県
・
市
か
ら
の
負
担
金
が
50
％
、40
歳
〜

64
歳
の
方（
第
２
号
被
保
険
者
）の
保
険
料

が
27
％
、65
歳
以
上
の
方（
第
１
号
被
保
険

者
）の
保
険
料
が
23
％
と
な
り
ま
す
。

●
新
基
準
月
額
は
５
４
８
０
円
に

　

保
険
料
は
、今
後
３
年
間
に
必
要
と
な

る
総
額
の
推
計
か
ら
第
１
号
被
保
険
者

（
65
歳
以
上
の
方
）の
負
担
割
合
に
基
づ
い

て
算
定
し
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、今
後
３
年
間
の
新
し
い
基

準
額
は
、月
額
５
４
８
０
円（
年
額
６
万
５

７
６
０
円
）と
な
り
ま
す
。こ
れ
は
、第
６

期
の
基
準
月
額（
４
９
８
０
円
、年
額
５
万

９
７
６
０
円
）と
比
べ
る
と
月
額
５
０
０

円（
年
額
６
０
０
０
円
）の
上
昇
と
な
り
ま

す
が
、介
護
給
付
費
準
備
基
金
の
取
り
崩

し
を
行
い
、上
昇
幅
の
抑
制
を
図
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、段
階
区
分
に
つ
い
て
は
、国
が
示

し
て
い
る
標
準
９
段
階
に
市
独
自
基
準
の

４
段
階
を
加
え
13
段
階（
第
６
期
は
11
段

階
）と
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、保
険
料
率
に
つ
い
て
は
、第
１

〜
４
段
階
に
つ
い
て
国
が
示
し
た
基
準
率

よ
り
も
低
い
設
定
と
し
、低
所
得
者
層
の

負
担
軽
減
を
図
り
ま
し
た
。

●
保
険
料
納
入
の
お
願
い

　

皆
さ
ん
が
納
付
す
る
保
険
料
は
、介
護

保
険
を
運
営
す
る
た
め
の
大
切
な
財
源
で

す
。介
護
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
に
な
っ
た
と
き

に
、安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
よ

う
、保
険
料
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

２
０
１
８（
平
成
30
）年
度
の
年
間
保
険

料
額
に
つ
い
て
は
、７
月
上
旬
に
通
知
書

を
送
付
す
る
予
定
で
す
。65
歳
に
な
る
と
、

年
金
か
ら
介
護
保
険
料
が
徴
収
さ
れ
ま
す

が
、年
金
か
ら
の
徴
収
開
始
時
期
は
通
知

書
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。そ
れ
ま
で
の

期
間
は
、納
入
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
の

で
、忘
れ
ず
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

※

年
金
か
ら
の
徴
収
が
で
き
な
い
場
合
に

は
、口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
納
め
忘
れ

が
な
く
便
利
で
す
。

【
介
護
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
】

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
に
、

い
っ
た
ん
全
額
自
己
負
担
で
支
払
っ
て
か

ら
介
護
給
付
の
９
割
相
当
分
を
払
い
戻
す

償
還
払
い
の
適
用
や
、滞
納
期
間
に
応
じ

サ
ー
ビ
ス
利
用
料
が
１
割
負
担
か
ら
３
割

負
担
へ
と
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、４
月
中
旬
に
配
布
す
る「
み

ん
な
の
あ
ん
し
ん
介
護
保
険
」を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

●
自
己
負
担
３
割
負
担
の
導
入

　

世
代
間
な
ど
の
公
平
性
を
保
ち
、介
護

保
険
制
度
を
持
続
さ
せ
て
い
く
と
い
う
観

点
か
ら
、８
月
か
ら
一
部
の
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
の
自
己
負
担
を
２
割
か
ら
３
割
に
引

き
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●
福
祉
用
具
貸
与
価
格
の
見
直
し

　

福
祉
用
具
貸
与
価
格
の
見
直
し
を
行
い
、

10
月
か
ら
利
用
者
が
適
正
な
価
格
で
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●
新
し
い
介
護
保
険
施
設「
介
護
医
療
院
」

の
創
設

　

長
期
に
わ
た
っ
て
療
養
す
る
た
め
の
医

療
と
、日
常
生
活
を
送
る
上
で
の
介
護
を

一
体
的
に
受
け
ら
れ
る
施
設
と
し
て「
介

護
医
療
院
」が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

●
新
た
に「
共
生
型
サ
ー
ビ
ス
」を
位
置
づ
け

　

高
齢
者
と
障
害
児
者
が
同
一
の
事
業
所

で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
や
す
く
す
る
こ
と
を

目
的
に
、４
月
か
ら
介
護
保
険
と
障
害
福

祉
の
両
制
度
に
新
し
く「
共
生
型
サ
ー
ビ

ス
」が
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　　

  

高
齢
福
祉
課  

介
護
保
険
・
予
防
室

☎（
24
）５
２
３
１

2018（平成30）年度～2020（同32）年度　【第７期介護保険事業計画】

第 6 期
基準月額 4,980円
(年額 59,760円 )

第 7 期
基準月額 5,480円
(年額 65,760円 )

※所得額や課税状況により
　異なります。

65歳以上の方の保険料

23.0%
65歳以上の方の保険料

23.0%

40歳～64歳の方の
保険料

27.0%

40歳～64歳の方の
保険料

27.0%
国庫負担金

25.0%
国庫負担金

25.0%

県費負担金

12.5%
県費負担金

12.5%

市繰出金

12.5%
市繰出金

12.5%

介
護
保
険
制
度
の

　
　
　
　

主
な
改
正
点

問
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問
　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活

す
る
こ
と
は
、誰
も
が
望
む
こ
と
で
す
。

し
か
し
、少
子
高
齢
化
が
進
み
、高
齢
者

の
一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯

が
増
加
し
て
お
り
、暮
ら
し
の
不
便
さ

を
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

今
月
か
ら「
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
喜
多
方
市
」を
目
指
し
て
、自
分

達
が
今
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
。今
か

ら
準
備
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
。シ

リ
ー
ズ
で
情
報
を
提
供
し
て
い
き
ま

す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
一
緒
に
考
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

《
２
０
２
５
年
問
題
》

　

２
０
２
５
年
問
題
を
知
っ
て
い
ま
す

か
。団
塊
の
世
代
約
８
０
０
万
人
が
75

歳
を
迎
え
る
の
が
２
０
２
５
年
で
す
。

　

75
歳
に
な
る
と
、病
気
に
か
か
っ
た

り
、介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

機
会
が
増
え
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
状
の
ま
ま
２
０
２
５
年
を
迎
え
た

時
、病
院
へ
の
入
院
や
介
護
施
設
へ
の

入
所
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
利
用
に
不
安
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

２
０
２
５
年
ま
で
あ
と
７
年
で
す
。

　

  

高
齢
福
祉
課  

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
係

☎（
24
）５
２
４
２

　自宅でできる、関節痛を予防・改善する運動を学びます。
　まわす・ほぐす・のばす・ちぢめるがキーワード！ 先生の楽しいトークのもと
関節や筋肉を動かしましょう！
【対　　象】  おおむね65歳以上の方
【実施期間】 ５月～平成31年２月（各会場　月１回）
【指　導　員】  健康運動指導士　島田  一郎
【申し込み】  参加したい会場の担当へ電話で申し込んでください。

会　　場 時　　間 担　　　　当
総合福祉センター 午後 1時 30分～ 3 時 高 齢 福 祉 課 ☎ (24)

(36)

(27)

(38)

(44)

5242

熱塩加納保健福祉センター 午前10時～11時30分 熱塩加納総合支所住民課 ☎ 2113

塩川保健福祉センター 午前10時～11時30分 塩川総合支所住民課 ☎ 2019

山都保健センター 午後 1時 30分～ 3 時 山都総合支所住民課 ☎ 3824

カイギュウランドたかさと 午前10時～11時30分 高郷総合支所住民課 ☎ 2113

　この体操は、続けることでバランス機能を改善することができ、転倒予防にも繋がります。音楽を聴
きながらリラックスして体操しましょう！
【対象・会場】  ◇医師から運動を禁止されていない方
　○ おおむね65歳以上～85歳未満で介護認定を受けていない方
　⇒ 総合福祉センター教室　毎週金曜日　※80歳以上の方は送迎あり
　○ 85歳以上の方、要支援１、要支援２の認定を受けている方
　⇒ 施設委託教室　火曜日または金曜日　※自宅から会場まで送迎あり
【実 施 期 間】  ５月～平成31年３月　年40回　午後２時～３時
【指　導　員】  太極拳ゆったり体操リーダー
【申 し 込 み】  申込用紙に記入し、高齢福祉課または各総合支所住民課へ申し込んでください。

どちらの教室も参加料は無料ですが、傷害保険料（年額） 65歳以上1,200円、64歳以下1,850円が必要です。
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法
改
正
に
よ
る
新
た
な
制
度
の
下
、任

期
満
了
に
伴
い
農
業
委
員
19
人
、農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
30
人
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

　

農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
は
、農
業
の
振
興
の
た
め
、担
い
手
へ
の

農
地
利
用
集
積
や
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・

解
消
、新
規
参
入
の
促
進
な
ど「
農
地
利
用

最
適
化
活
動
」を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

農
地
を「
貸
し
た
い
」「
借
り
た
い
」「
就

農
し
た
い
」な
ど
、農
地
に
関
す
る
要
望
が

あ
り
ま
し
た
ら
、担
当
地
区
農
業
委
員
ま

た
は
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
に
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　　

  

農
業
委
員
会
事
務
局

☎（
24
）５
２
５
５

新
農
業
委
員
・
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委

員
が
選
任

問

○農業委員 任期 2018（平成 30 )年１月 15 日～2021 (平成 33 )年１月 14 日

氏　名 出身地区 担当地区 氏　名 出身地区 担当地区
京　野　貞　夫 松山町

喜多方地区全域

平　田　恭　一

塩川町 塩川地区全域
蓮　沼　喜代志 上三宮町 大　津　康　男
岩　渕　善一郎

岩月町
山　田　義　人

高　橋　良　臣 大　堀　美栄子
穴　澤　一　彦 関柴町 高　野　　　進 

山都町 山都地区全域酒　井　健　一 熊倉町 長谷川　庄　次
湯　上　重　幸 豊川町 齋　藤　澄　子
山　口　孝　信 慶徳町 田　代　宏　昭

高郷町 高郷地区全域
菅　井　大　輔

熱塩加納町 熱塩加納地区全域
佐　藤　健　一

木　戸　賢　治 　　

○農地利用最適化推進委員 任期 2018（平成 30 )年１月 25 日～2021 (平成 33) 年１月 14 日
※熱塩加納地区 原推進委員は 2018(平成 30 )年 2 月 26 日～

氏　名 担当地区 氏　名 担当地区

豊　子　光　喜 旧喜多方 遠　藤　光　喜 熱塩加納町相田・熱塩・山田

芥　川　知　巳 松山町全域 山　口　　　潔 熱塩加納町加納・米岡

大八木　　　孝 上三宮町吉川・上三宮 原　　　敏　男 熱塩加納町宮川・旧朝倉

花　積　榮　司 上三宮町三谷・上三宮 今　井　輝　雄
塩川町中屋沢・窪・旧塩川

五十嵐　信　幸 岩月町宮津・橿野 小　林　博　行

菊　地　　　貴 岩月町入田付・喜多方・大都 小　室　達　良 塩川町会知・四奈川・大田木・旧塩川

穴　澤　富志雄
関柴町全域

須　田　　　繁 塩川町金橋・旧塩川

小　野　行　雄 瀧　口　信　哉 塩川町天沼・吉沖・遠田・旧塩川

木　村　富士男 熊倉町熊倉・都 芳　賀　正　武 塩川町五合・常世・旧塩川

齋　藤　誠　一 熊倉町雄国・都 花　見　　　厚 塩川町小府根・三吉・源太屋敷・
新井田谷地・新江木

高　久　祐　一 熊倉町新合・都 高　橋　源一郎 山都町一ノ木・早稲谷・朝倉・相川

佐　藤　貴　市 豊川町米室・沢部・旧喜多方 生　江　弘　康 山都町小舟寺・一川・蓬莱・木幡
（洲谷・川隅）

佐　原　裕　司 豊川町一井・高堂太・旧喜多方 渡　部　啓　樹 山都町三津合・木幡（上林・下村）、旧山都
（木曽・広野・舘原・三ツ山・松ケ丘）

五十嵐　一　正 慶徳町新宮・山科・豊岡 石　川　　　高 高郷町西羽賀・夏井・川井・大田賀

添　川　和　雄 慶徳町松舞家・豊岡 佐　藤　光　伸 高郷町上郷・揚津・磐見・峯・塩坪
・池ノ原・塩峯
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問

住民基本台帳の一部の写しの閲覧状況
　住民基本台帳の一部の写しの閲覧は、公共性・公益性が認められる場合のみできることになっています。
　住民基本台帳法第11条第３項および第11条の２第12項に基づき、住民基本台帳の閲覧状況を公表します。

■対象期間　平成29年４月１日～平成30年３月31日

○国・地方公共団体の機関が法令で定める事務を行うためのもの

№ 国または地方公共団体の機関の名称 請求事由の概要 閲覧月日 閲覧に係る住民の範囲

1 福島県(会津保健福祉事務所）
平成29 年国民健康・
栄養調査地区の内定
に伴う対象地区住民
の把握

6月28 日 塩川町中屋沢の男女

2 防衛省(自衛隊福島地方協力本部）
自衛官および自衛官
候補生の募集に伴う
広報

11 月14 日
～15 日

平成12年 4 月2 日～平成
13年 4 月 1日生まれの男
女

○統計調査、世論調査、学術研究その他の調査研究のうち公益性の高いもの

№
申出者の氏名(法人の場合
にあってはその名称および
代表者または管理人の氏
名)

委託元 利用目的の概要 閲覧月日 閲覧に係る住民の範囲

1 株式会社IT スクエア
代表取締役社長 渡邉 亨 福島県 「福島県政世論調

査｣の対象者抽出 8 月2 日 字番帳免、字押切南一丁目
の満15歳以上の男女

2 一般社団法人中央調査社
会長 大室 真生

NHK 放送文
化研究所

「 2017年10月東京
オリンピック・パ
ラリンピックに関す
る世論調査」の対象
者抽出 

8 月8 日
塩川町遠田、塩川町天沼の
平成9年12 月末日まで生
まれた20 歳以上の男女

3
株式会社日本リサーチセン
ター                        
代表取締役社長 鈴木 稲博

日本銀行
｢生活意識に関する
アンケート調査｣
（第72回）の対象者
抽出

8月30 日
塩川町会知、塩川町金橋、
塩川町窪の平成9 年10月
31 日以前に生まれた20
歳以上の男女

4 一般社団法人中央調査社
会長 大室 真生

国立大学法人
東京大学

「暮らしのなかの困
りごとに関する全国
調査｣の対象者抽出 

10 月4 日
岩月町喜多方の平成9年
10 月末日まで生まれた
20歳以上の男女

5 株式会社ビデオリサーチ                                           
代表取締役社長 加藤 譲

日本たばこ産
業株式会社

「2018年全国たば
こ喫煙者率調査」の
対象者抽出 

1 月25 日
塩川町新江木、塩川町遠田
の昭和3年5 月1 日～平
成10 年4 月30 日生まれ
の男女

6
株式会社東京建設コンサル
タント北陸支店
支店長 矢田 弘

国土交通省

「阿賀川の水辺整備
事業の効果を分析す
るための住民意識ア
ンケート」の対象者
抽出 

2 月7 日
塩川町の平成 9 年12月以
前に生まれた20歳以上の
男女

市民課  市民窓口班 ☎（24）5225
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平成30年度 犬の登録および狂犬病予防定期集合注射

問 環境課  環境推進係 ☎（24）5261｜熱塩加納総合支所  住民課 ☎（36）2113｜塩川総合支所  住民課 ☎（27）
2400｜山都総合支所  住民課 ☎（38）3825｜高郷総合支所  住民課 ☎（44）2113

　犬の飼い主の方は、狂犬病予防法により生後91日以上の犬に対して、
生涯１回の犬の登録と毎年１回の狂犬病予防注射を受けさせる義務が
あります。
・犬の死亡、転出、所有者変更の場合は事務担当まで連絡してください。
・集合注射は、健康な犬に限り行います。問診の結果、受けられないこと
があります。
・獣医師（動物病院など）で狂犬病予防注射を受ける予定があるときは、
この集合注射を受ける必要がありません。

《 留意事項 》
　犬の健康や都合がつかない場合には、獣医師（動物病院など）で診察と注射を受けてください。
⇒注射を受けたときは獣医師より｢狂犬病予防注射済証明書｣の交付を受けて、下記事務担当にて狂犬病予防
注射済票（手数料550円）の交付を受けてください。
《 料　　金 》 ※料金は、釣銭のないようご協力をお願いします。
　狂犬病予防注射料金2,650円+狂犬病予防注射済票交付手数料550円＝計3,200円
　畜犬登録手数料3,000円（※未登録の場合のみ）

《日 程》
地区 実施日 実施時間 実施場所 地区 実施日 実施時間 実施場所

喜

多

方

4 月
18日(水)

午前11時
～11時 45分 上三宮遊樹館前

塩

川

4 月
19 日(木)

午前 9時 
～ 9 時45 分 駒形地区公民館前

午後 1 時 30 分
～3時 岩月交遊館前 午前10時15 分

～ 11時 姥堂地区公民館前

19 日(木) 午後 1 時 30 分
～ 2 時 30分 熊倉公民館前 20日(金) 午前 9 時

～ 9 時40 分 堂島地区公民館前

午後 2 時 50 分
～ 3 時 30分 本林集会所前 午前10時  

～ 11時30分 御殿場公園駐車場

20日(金) 午後 1 時 30 分
～ 2 時 40分 松山公民館前

山

都

4 月
25 日(水)

午後 1 時30 分
～ 2 時30 分

山都保健センター
前

午後 3 時
～ 3 時 30分

桜ガ丘福祉会館
前

午後 3 時 
～ 3 時30 分 上林会館前

24日(火) 午前 9 時
～10時 30分 関柴公民館前 26 日(木) 午前 9 時 

～ 9 時30 分 堰沢会館前

午前11時
～11時 45分

慶徳ふれあい館
前

午前 9 時50 分
～ 10時10分 舟引会館前

午後 1 時 30 分
～3時

旧喜多方市教育
委員会庁舎前

午前10時 30分
～ 10時50分 相川会館前

26 日(木) 午後 1 時 30 分
～3時 豊川公民館前 午前11時10 分

～ 11時30分 一ノ木会館前

27 日(金) 午前 9 時 
～11時 30分

喜多方プラザ北
側駐車場

高

郷

4 月
25 日（水） 午前9 時～10時 高郷総合支所前

加
納

熱
塩

4 月
18 日(水)

午前 9 時 
～10時 30分 熱塩加納総合支

所 除雪センター
前

 午前10時20 分
～ 11時 高郷公民館前

27 日(金) 午後 1 時 30 分 
～２時 30分

午前11時20 分
～ 11時40分 福島商店前(大谷)  

※狂犬病予防注射、登録の手続きはいずれの会場でも受けることができます。 
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特定健診が無料です !!

7 月から 特定健診やがん検診などが始まります
～該当者への受診券・健（検）診録は６月中旬に水色の封筒で郵送します～

○国保加入者の【特定健診】は40歳以上74歳以下の方
○【後期高齢者健診】の対象となる方
○がん検診新規該当となる方
○前年度がん検診新規該当で未受診の方
○70歳以上の方、非課税世帯の方※

 ※非課税世帯の方は、免除券の手続きが必要です。

国保加入者の人間ドック対象者45・50・55・60・65歳の方※には、 
個別に案内通知を郵送します。 ※平成31年3月末現在での年齢 

※費用は一部助成となり、定員になり次第、申し込みを締め切ります。

胃がんリスク検査　対象は新50歳の方 ５月～
７月に
実施

胃がんリスク検査は 血液検査 です。

「ピロリ菌感染の有無を調べる検査」と「胃粘膜の萎縮程度を調べる検査」を
組み合わせて、 胃がんになりやすいか否かのリスク（危険度）を判定する
ものです。

※胃がんそのものを見つける検査ではありません。 
結果に応じて胃がん検診（内視鏡検査・バリウム検査）を受ける 
ことで、胃がんの早期発見に役立てることができます。 
                
該当の方には、５月に案内通知を郵送します！ 
今回限りのチャンスですので、受け忘れのないようにしましょう！！

国保の皆さん！治療中でも

自己負担額が無料となる方
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◆
食
生
活
改
善
推
進
員
と
は
？

　
『
私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち
の
手
で
』

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
仲
間
た
ち
と
楽
し
く

研
修
を
し
な
が
ら
、健
康
づ
く
り
や
食

育
を
進
め
る
た
め
日
々
活
動
し
て
い
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
の
一
員
で
す
。

　

健
康
づ
く
り
や
食
育
な
ど
、市
民
の

身
近
な
と
こ
ろ
で
食
を
通
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。通
称「
食
改

（
し
ょ
っ
か
い
）さ
ん
」と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

　

現
在
、市
内
に
１
８
１
人
の
会
員
が

お
り
、健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
学
習
し

た
方
が
、引
き
続
き
研
修
を
受
け
な
が

ら
学
ん
で
き
た
こ
と
を
会
員
か
ら
会
員

へ
、会
員
か
ら
家
族
へ
、お
隣
さ
ん
へ
と

地
域
に
伝
え
広
げ
る
活
動
を
し
て
い
ま

す
。

◆
主
な
活
動
は
？

〇
公
民
館
で
食
事
や
お
や
つ
を
作
る
教

室
を
開
き
、食
事
作
り
の
楽
し
さ
、元
気

な
か
ら
だ
を
作
る
た
め
の
食
事
の
量
や

味
付
け
、バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
づ

く
り
の
ヒ
ン
ト
を
伝
え
る
活
動
を
長
年

続
け
て
い
ま
す
。

〇
食
育
教
室
、離
乳
食
教
室
で
は
子
育

て
を
し
て
い
る
親
が
日
頃
か
ら
野
菜
を

と
る
こ
と
や
適
塩
の
味
付
け
を
意
識

し
、自
身
の
健
康
や
食
に
も
関
心
を
持

つ
よ
う
な
働
き
か
け
を
し
て
い
ま
す
。

◆
郷
土
料
理
を
子
ど
も
た
ち
へ

　

食
育
に
関
心
が
集
ま
る
昨
今
に
お
い

て
、郷
土
料
理
を
子
ど
も
た
ち
へ
伝
え

た
り
、地
産
地
消
の
取
り
組
み
も
始
め

て
い
ま
す
。地
区
公
民
館
の
親
子
料
理

教
室
、こ
ど
も
園
の
食
育
教
室
、小
中
学

校
の
農
業
科
や
家
庭
科
で
収
穫
さ
れ
た

作
物
を
使
っ
た
調
理
実
習
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

各
家
庭
で
郷
土
料
理
を
作
る
機
会
が

減
り
、親
か
ら
子
へ
伝
え
る
こ
と
が
難

し
い
現
状
に
お
い
て
先
人
か
ら
受
け
継

い
で
き
た
食
文
化
を
伝
え
る
担
い
手
と

し
て
、活
動
の
場
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　　　　　　　　
興
味
の
あ
る
方
は
保
健
課
ま
で
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
　

保
健
課　
健
康
推
進
室

☎（
24
）５
２
２
３

問

【作り方】  
①春巻きの皮を常温に戻しておく。
②具材を作る。春菊は鍋で色よくゆで、冷水にさらし、水
　気をしっかりしぼっておく。 人参、 長芋は拍子切りに
　し、人参はゆでておく。
③フライパンに油を熱し、細切りにした豚肉を炒め、塩、
　こしょうで味を整える。かにかまぼこは４等分にさく。 
④春巻きの皮の中心より手前に②③の具材を彩りよく
　のせ、巻いていく。巻き終わりに、水で溶いた小麦粉で
　しっかりとつける。
⑤④を揚げ油で、からりと揚げる。

郷土料理伝承～笹巻づくり～
（喜多方一中にて）

あ
な
た
も

食
改
さ
ん
に
な
り
ま
せ
ん
か

【材料（4人分）】     

 豚もも肉  70g、塩・こしょう  少々、かにかまぼこ10g

人参  40g、春菊  30g、長芋  20g

春巻きの皮４枚、小麦粉・揚げ油  適量
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生 涯 学 習 だ よ り

◆対　　象　60歳以上
◆活動場所　主にふれあいランド高郷パークゴルフ場
◆活動日時　毎週月曜日　午後１時～４時30分
◆会　　費　年間 2,000円　※大会参加料別
◆連　絡　先　☎（22）1258（会長　菊地宅）

　関柴パークゴルフ愛好者の会は、パーク
ゴルフを通して高齢者の心身の健康の維持
と交流を図り、余生を楽しく過ごすことを
目的としています。毎週の練習はもちろん、
年２回大会を開催し会員同士楽しく活動中
です。
　パークゴルフは、無理のない運動量で誰
でもゲームを楽しむことができます。また、
１ホールごとにカップにどう入れるかを考
えるので、頭の運動にもなります。
　私たちと一緒にパークゴルフで健康にな
りませんか？

社 会 教 育 関 係 団 体 紹 介 コ ー ナ ー
関 柴 パ ー ク ゴ ル フ 愛 好 者 の 会

　オリンピアン(オリンピック出場経験者)と市民が一緒に楽しくジョギング
するイベント、オリンピックデーランを開催します。
　ジョギングをはじめ、ウォーキング、トークコーナーやサイン会、スポーツ教
室など、オリンピアンと触れ合う絶好の機会ですので、ぜひご参加ください。
◆開催日　７月１日(日)
◆会　場　押切川公園スポーツ広場
◆対　象　どなたでも参加できます ※未就学児は保護者の申し込み・伴走が
　　　　　必要です。
◆参加予定オリンピアン
◇大林 素子さん（バレーボール／ソウル大会、バルセロナ大会、アトランタ大会）
◇小塚 崇彦さん（スケート・フィギュアスケート／バンクーバー大会）
◇岡里 明美さん（バスケットボール／アトランタ大会）
◇高平 慎士さん（陸上競技・短距離／アテネ大会、北京大会、ロンドン大会）
　他数名調整中　※参加申し込みなどは後日お知らせします。

問 申（公財）喜多方市体育協会（押切川公園体育館内） ☎（23）0771

2018オリンピックデーラン喜多方大会開催へ
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生 涯 学 習 だ よ り

問 申

◆平成30年度の主催事業

事　業　名 内　　　　容 開催日時

目指せ美ボディ！
ピラティス教室

さまざまなエクササイズで内側の筋肉（イン
ナーマッスル）を鍛え、意識した呼吸法で
「美ボディ」を目指します。

毎月
第１・３月曜日
午後７時～９時

やさしい日常英会話教室
初心者向けの日常英会話教室です。旅行先
での会話などに役立ててみませんか？

毎月
第２・４月曜日
午後７時～９時

ココロもカラダも軽やかに♪
ローフード料理教室

酵素やビタミンなどの栄養素を効率的に摂
取する方法を学びながら、家庭で気軽に楽
しめる料理を作ります。

毎月
第２月曜日
午後７時～９時

勤労青少年ホームで活動してみませんか？勤労青少年ホームで活動してみませんか？
勤労青少年ホームってどんな施設？
勤労青少年の健全育成と福祉増進のために設置
された施設です。
勤労青少年同士の仲間づくりや余暇活動を充実
させるため、さまざまな事業を行っています。

勤労青少年ホームってどんな施設？
勤労青少年の健全育成と福祉増進のために設置
された施設です。
勤労青少年同士の仲間づくりや余暇活動を充実
させるため、さまざまな事業を行っています。

◆対　象
　市内に住所を有するまたは勤務する勤労青少年（概ね39歳まで）
◆参加費
　無料（材料費の実費負担あり）
◆申し込み方法
　電話または
　市ホームページの申し込みフォーム
◆申し込み期限
　４月20日（金）

勤労青少年ホーム ☎（22）1403 （火曜日休館）


